
平成25年度  第8回教育研究評議会議事録 

 

日  時  平成25年11月20日（水）14:33～16:50 

場  所  事務局大会議室、総合研究棟10階会議室 

出席者  伊東、石井、碓氷、浅利、前田、柳澤、杉山、木村、東郷、中野、 

        今野、寺村、平岡、梅澤、國宗、菅野、西原、酒井、藤井、増田、 

        青山、塩尻、佐古、星野、中山、糠谷、河合、鳥山、永津、渡邉、 

        田中、三村、朴、髙松の各評議員 

欠席者  鈴木評議員 

陪席者  大戸監事 

        佐藤学長補佐 

        松田国際交流センター学術交流部門長 

 

○  議事に先立ち、11月6日にご逝去された、德山博于監事の冥福を祈り、黙

祷をささげた。 

 

Ⅰ  議事録の承認について 

    平成25年度第7回教育研究評議会議事録（案）を原案どおり承認した。 

 

Ⅱ  審議事項 

  １  国立大学法人静岡大学法人文書管理規則の一部改正について 

      前田委員から、平成25年4月1日に安全衛生センター、男女共同参画推進

室が設置されたこと及び技術部が管理する法人文書の保存期間満了時の措

置に関する規定の整備等に伴う、標記規則の一部改正について、資料1に

より説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ２  安全衛生センター及び男女共同参画推進室の設置に伴う関連規則等の一

部改正について 

      前田委員から、平成25年4月1日に安全衛生センター及び男女共同参画推

進室が設置されたことに伴う、関連する規則の一部改正について、資料2

により、説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ３  静岡大学学生支援センター内規の一部改正について 

      杉山委員から、学生支援センターに置く各委員会の委員構成の変更に伴

う、標記内規の一部改正ついて、資料3により説明があり、審議の結果、

原案どおり承認した。 

 

  ４  磐田信用金庫との産学連携に関する業務協力提携について 

      木村委員から、本学と磐田信用金庫との産学連携に関する業務協力提携

について、資料4により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 



      なお、同委員から、年度内に県内全ての信用金庫と業務協力提携を締結

する予定であるとの発言があった。 

      また、議長から、各信用金庫のネットワークを積極的に利用し、地元の

企業とのつながりを広めることを期待する旨の発言があった。 

 

  ５  ペラデニア大学（スリランカ民主社会主義共和国）との大学間交流協定

の締結について 

      松田国際交流センター学術交流部門長から、標記大学間交流協定の締結

について、資料5により説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ６  教員の休職について 

      佐古委員から、平成25年9月29日より病気休職中の工学研究科教授を、

引き続き平成25年11月1日から平成26年1月31日までの間、休職することに

ついて提案があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

  ７  学生の懲戒について 

      杉山委員から、学生の懲戒について、別添資料1により説明があり、審

議の結果、原案どおり承認した。 

 

Ⅲ  報告事項 

  １  企画戦略会議報告 

      議長から、第7回企画戦略会議（H25.11.13）について、資料6により報

告があった。 

      なお、議長から、本資料「組織改革について」に関して、一部学部との

調整を要することから、取扱いについては、十分留意するよう要請があっ

た。 

また、組織改革案の検討について、全学的な調整を行う必要はあるが、

早い段階で具体的な案を作成し検討していきたいとの発言があった。 

      （意見交換で出された主な意見） 

    ○  組織改革について、平成28年4月設置に向けた、各学部・研究科の構

想内容を明確に示していただきたい。 

    ○  改革構想について、各学部・研究科内において、今後調整する必要が

ある。 

 

  ２  就業規則の制定及び一部改正について 

      前田委員から、附属学校園教員の給与の減額措置を講ずることによる、

「静岡大学教職員の給与の臨時特例に関する細則」の制定、「国立大学法

人静岡大学教職員の給与の臨時特例に関する規程」及び「静岡大学地域調

整手当支給細則」の一部改正について、資料7により報告があった。 

      なお、同委員から、今後本件については、経営協議会に付議する旨の発



言があった。 

 

  ３  静岡大学組織及び職名の英語表記に関する規程の一部改正について 

      前田委員から、役員会（11月8日開催）において承認された、標記規程

の一部改正について、資料8により報告があった。 

 

  ４  昇給制度等の改正について 

      前田委員から、国の取扱いに準じた55歳を超える教職員の昇給制度の見

直し及び国家公務員の給与構造改革（平成18年4月1日実施）に伴う俸給の

切替えに伴う経過措置の廃止について、資料9により報告があった。 

      なお、同委員から、今後本件については、教職員、過半数代表者への説

明及び組合交渉を踏まえ、経営協議会に付議する旨の発言があった。 

 

  ５  平成２４年度監事業務監査改善要望事項に対する改善措置状況（平成25

年9月末現在）の取扱いについて 

      浅利委員から、標記改善措置状況の取扱いについて、資料10により報告

があった。 

      なお、同委員から、10月以降各部局等において、改善に取組んだ事項に

ついては、措置状況を報告するよう要請があった。 

      また、議長から、故德山監事の遺志と受け留め、真摯に対応願いたい旨

の要請があった。 

 

  ６  平成２６年３月卒業・修了予定者の進路状況について 

      杉山委員から、平成26年3月卒業・修了予定者の進路状況について、資

料11により報告があり、就職未内定者については、各部局において、学生

の状況把握に努め、更なる就職支援を実施していくよう要請があった。 

      なお、議長から、進路状況の未確認者についても、引き続き各部局にお

いて状況把握に努めるよう発言があった。 

 

  ７  教育研究プロジェクト推進室の組織体制について 

      碓氷委員から、教育研究プロジェクト推進室に平成25年12月1日から、

特任教授を採用予定であることについて、資料12により報告があった。 

なお、佐古委員から、同室浜松キャンパスにおける学術研究員の欠員の

補充については、速やかに、かつ慎重に対応いただきたい旨の発言があっ

た。 

 

  ８  女性研究者研究活動支援事業（拠点型）の事業概要について 

      中野委員から、今年度本学が採用された文部科学省の科学技術人材育成

費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（拠点型）」の事業概要につい

て、資料13により報告があった。 



  ９  男女共同参画推進室特任助教の採用について 

      中野委員から、男女共同参画推進室の特任助教の採用について、資料14

により報告があった。 

 

  10  静岡市文化振興財団との覚書の締結について 

      木村委員から、平成25年10月1日に締結された静岡市文化振興財団との

覚書の締結について、資料15により報告があった。 

 

  11  イエナ応用科学大学（ドイツ連邦共和国）との大学間交流協定の更新に

ついて 

      松田国際交流センター学術交流部門長から、標記大学間交流協定の更新

について、資料16により報告があった。 

 

  12  農学部・農学研究科とバンドン工科大学生命科学工学部（インドネシア

共和国）との部局間交流協定の締結について 

      松田国際交流センター学術交流部門長から、標記部局間交流協定の締結

について、資料17により報告があった。 

 

  13  平成２５年度秋の叙勲について 

      議長から、平成25年度秋の叙勲の受章者について、資料18により報告が

あった。 

 

  14  平成２５年度「静大フェスタ」実施報告について 

      柳澤委員、塩尻委員及び中山委員から、平成25年度「静大フェスタ」の

実施について、資料19により報告と謝辞が述べられた。 

 

  15  教員採用等報告について 

      議長から、人文社会科学部4名、教育学部2名、情報学研究科2名及び理

学研究科1名の教員の採用等について、資料20により報告があった。 

 

Ⅳ  その他 

  １  男女共同参画シンポジウムの開催について 

      中野委員から、男女共同参画シンポジウムの開催（平成25年12月5日）

について、資料21により案内があった。 

 

  ２  森永乳業＆富士通博士キャリアフォーラムの開催について 

      杉山委員から、標記フォーラムの開催（平成25年11月28日）について、

資料22により案内があった。 

 

 



  ３  議長から、次回教育研究評議会（12月18日）は、静岡市の「静岡市交流

会in東京」への出席要請のため、13時30分からの開催となる旨の案内があ

った。 

                                                               以  上 


